
▶裏面は「それぞれの想いを託す “寄付” というカタチ」の続きです。

　皆さんは、「寄付」という言葉にどのようなイメージをお持ちですか。
　寄付においてまず思い浮かべるのが「お金」の寄付ではないでしょうか。
国内外で発生する災害の義援金や赤い羽根共同募金もこの「お金」 の寄付
にあたります。 
　元々、寄付とは金品を公共事業や福祉・寺社などへ無償で提供すること
を言いますが、反対にお金を募る（集める）ことを「募金」とも言います。
　寄付というと、あまり身近に感じないと思われる方もおられると思いま
すが、例えば、お店の店頭にある募金箱や街頭募金などでお金を入れるな
ど、暮らしの中で自然に “寄付ができる場面” に出会うこともあるのでは
ないでしょうか。 
　では、この寄付されたお金はどのように使われるのでしょう。
　様々な問題・課題が多く存在する現代社会において、行政だけでは対応
できないことが多くあります。そのような課題を解決するために、善意の
お金を募り、そのお金を財源として事業を行う法人や団体も数多くあり、
朝日町社会福祉協議会（以下、朝日町社協）もそのような法人の一つです。
　今号のハートフル通信では、朝日町社協で受け付けました寄付について
特集し、寄付者の想いや、食品の寄付などについてご紹介します。
　 『誰かの力になりたい』『誰かの役に立ちたい』というあたたかな想いを
もとに、寄付という社会貢献をしてみませんか。
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　現在、コロナ禍において収入が減少し
たり、失業されたりして先行きが見 えな
い不安を抱えている方が増えてい ます。
なかでも、「今日、食べるものがない」と
いう切実な暮らしを余儀なくされている

方もおられます。 
　朝日町社協においては、そのような方の生活相談の対応を行う
なかで、「食の支援」の必要性をひしひしと感じていました。 
　時を同じくして、企業のSDGsの推進や食品ロスの削減のため
に「フードドライブ（食品の寄付）」が注目を浴びてきており、
企業や団体、個人の方からの食品の寄付が少しずつ増えてきても
いました。 
　フードドライブとは、ご家庭や職場で余っている食品を必要と
する方へ提供することを言います。朝日町社協では “寄付された
食品” を “困窮している方” へつなぐ橋渡し役として、食品の寄
付を受け付ける「フードバンク事業」も始めることとなりました。 
　「もったいない」と思う当たり前の気持ちが、誰かの暮らしを
支えることにつながる喜びを生み出す「食品の寄付」は今後も増
えていくのではないかと思います。 
　皆さまも、余っている食品がありましたら提供してみませんか。
それが、「食を託す」という寄付につながります。

　ボランティア活動でい
ただいた交通費などを寄
付しています。 
　寄付することにより、
ボランティア活動をバッ
クアップしてもらえるか
ら良い循環だね。

　自営のお店に常時、募
金箱を設置しているので、
そのお金を朝日町社協へ
定期的に寄付しています。 

　少しでも、この町の福
祉のために使ってもらえ
たらと思っとるよ♪
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朝日町食生活改善推進連絡協議会 様 小川温泉元湯ホテルおがわ 様 朝日町社協では、皆さまからのご寄付を受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせください。

※教育振興基金への寄付金は除きます
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オール朝日町で支える　安心生活のまちづくり（町社協の基本理念）
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　この募金は、NHKと日本赤十字社の主催によ
り1983年に開始されたもので、年末に実施され
る国際活動支援のための募金キャンペーンとして
広く知られています。集められたお金は日本赤十
字社を通じて、コロナ禍の世界各地で紛争や自然
災害、感染症などに苦しむ人々のために役立てら
れます。
　朝日町では12月４日と11日の両日に、ショッ
ピングセンターアスカ前で、朝日町赤十字奉仕団
が街頭募金活動を行いました。赤十字奉仕団の声
かけと町民の皆さまのあたたかい善意によって、 
136,585円の寄付金が集まりました。 
　ご寄付された方は「少しでも力になれたら」、
「できることをしたい」と話されていました。皆
さまご協力ありがとうございました。赤十字奉仕
団の皆さま、お疲れ様でした。

NHK海外たすけあい募金

～古切手などの収集ボランティア活動～
ご協力ありがとうございました。

ほか、匿名の方々からもたくさんのご寄付をいただきました。

◆七澤　　麗子　様　　◆明文堂書店　朝日店　様 
◆水島　千鶴子　様　　◆朝日町役場　様 
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あさマルシェ×フードドライブ
　令和３年12月５日（日）、五叉路クロスファイブに
て「あさマルシェ」というイベントが開催されました。 
　「あさマルシェ」を主催されたのは、C'anew （シー
アニュー）という下新川地区を中心に、雑貨などの作
家さんやフリーランスを応援するグループです。 
　「あさマルシェをチャリティイベントにしたい！」
というC'anew様の想いに応える形で、朝日町社協も
このイベントで「フードドライブ」のブースを設ける
機会をいただきました。 
　また、あさマルシェ出店者の各店舗には、朝日町社
協の募金箱も設置いただき、よりチャリティイベント
らしくなったとも思います。 
　イベント当日は、700名超のお客様で賑わい、様々
な世代の方々が笑顔で過ごす素敵な時間でした。朝日
町社協のフードドライブについては、お米や乾物、お
菓子などのご寄付をいただきました。 
　なお、このあさマルシェにおいてご協力いただいた
寄付金16,442円は、朝日町の支え合い・ボランティ
ア活動に使わせていただきます。ご協力いただきまし
た皆さま、本当にありがとうございました。

福祉応援ロゴマークを作成！ 
　朝日町社協では、このまちの地域福祉活動への関心
を高め、福祉のまちづくりをより進めるために、「福
祉応援ロゴマーク」を作成しました。このロゴマーク
は、朝日町社協の賛助会員や法人会員に加入した際の
証に、ステッカーやエコバッグとして賛助会員等へ配
布を予定しています。 
賛助会員・法人会員とは？ 
　朝日町に居住する方で、朝日町社協の事業や活動に
賛同し入会された方を言います。

ご寄付いただいた食品

あさマルシェ屋外会場の様子

フードドライブ　ブース

●賛助会員・法人会員（年額）
　賛助会員（一口あたり）　　法人会員（一口あたり）
　1,000円／個人　　　　　  5,000円／事業所、企業
　2,000円／団体
　

賛助会員用 法人会員用

ＳＤＧｓ

　今号では「それぞれの想いを託す“寄付”というカタチ」をテーマ
に、「寄付」を考えるきっかけとしたいと思い特集しました。 
　寄付を受け取り、それを必要な人や事業につなぐ橋渡し役とし
て、改めて「寄付」の根底にある善意ある想いを今一度見つめ、
その想いにどう応えていくかを考えるきっかけにもなりました。
誰かのため、そして地域のために自分なりにできることを少しで
も始めてみませんか。  （廣田） 朝日町社協Facebook朝日町社協HP
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生活相談・ボランティア相談は　　朝日町社会福祉協議会・朝日町ボランティアセンターへ　☎0765－８３－0576（直通）　メール syakyou@pri.town.asahi.toyama.jp

朝日町社会福祉協議会　ハートフル通信　第24号


